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第66回 北海道文化集会in釧路 文化フォーラム

『地域文化はなくなるの？
　～コロナに打ち克った我が街くしろの魅力とは～』

文化フォーラム

　地域の文化とは、その魅力って、いったい何なのか。
　生まれ育って知り尽くしたと思っている地元のことでも、視点を変えると意外な面白さや出会いがあります。まちなかの人通りは
減っていますが、その冷涼な“気候”に魅力を感じた長期滞在者や観光客が増えている釧路。その中で地域文化を育てていくには、
一体これから何と向き合い、誰と繋がり、何処を目指して進むのか…コロナを経た今、リアルな私たちの本音を話します。

　高校時代より演劇を始め平成５年「劇団東風」を創立。創立時より劇団代表、役者として活動。劇団活動の
傍ら大学での講義や各事業・記念事業の演出プロデュース、俳優として映画への出演や方言指導を行ってい
る。釧新郷土芸術賞・釧路管内教育実践表彰・釧路文学賞・釧路市文化奨励賞をそれぞれ受賞。現在、釧路
演劇協議会会長・釧路地方文化団体連絡協議会常務理事・釧路市文化団体連絡協議会副会長ほか。

高 木　真 美
たか　　ぎ　　   　ま　　  み

　釧路市生まれ。「おはなしネットぼんぼん」に所属し、読み聞かせなど、子どもと本を結ぶ活動を展開中。釧
路市役所に３０年勤務し、そのうち１７年間は図書館関係業務に携わる。平成２９年から釧路短期大学で主に
図書館司書養成科目を教えている。学術修士、司書、絵本専門士、日本図書館情報学会会員。

土 井　克 朝
ど      い　　　   よし    とも

　釧路町文化協会会長、釧路町社会教育委員長、釧路町吹奏楽団団長、富原小学校PTA会長を務め、地域
の文化や教育の発展に多大な貢献をしている。多くの役職を兼任し、文化活動や教育支援を通じて地域社会
を支え、信頼も厚いリーダーとして活躍中。

花 柳　寿 芳 貴
はな　 やぎ　　　  じゅ　  ほう　　き

　釧路市生まれ。祖母である花柳寿登芳を師匠に持ち、平成７年に花柳寿芳貴を襲名。芸を受け継ぐ母であ
る初代寿芳貴譲りの静と動を併せ持つ所作と立ち居振る舞いで他を圧倒している。平成１９年花柳流専門部
試験に合格し教授資格を取得。平成２１年第３８回釧新郷土芸術賞を受賞。現在、花柳流寿登芳会 主々・くし
ろ港まつり市民ステージ実行委員長。

岩 尾　亮
いわ　　お　　   りょう

　学生時代より演劇を始め、以後、俳優として北海道文化財団演劇事業、劇団イナダ組など札幌での活動の
他、東京公演、ソウル公演など数多くの舞台に参加。
　また、専門学校での俳優の育成やプロデュース公演等での劇作・演出も行っている。他、NHKリポーター、
ナレーター、ラジオパーソナリティなど、活動は多岐にわたる。
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歴代受賞者
【芸術新賞】
第１回（昭和43年度）
　森　　　み　つ （文学）
　篠　原　邦　幸 （洋舞）
第２回（昭和44年度）
　稚内演劇連盟 （演劇）
　空知オペラ研究会 （音楽）
第３回（昭和45年度）
　森　の　仲　間 （文学）
　武　内　昭　二 （舞台照明）
第４回（昭和46年度）
　川　越　　　学 （音楽）
　米　谷　裕　司 （文学）
第５回（昭和47年度）
　北方文芸刊行会 （文学）
　函館三曲協会 （邦楽）
第６回（昭和48年度）
　『第12稜空間』集団 （美術）
　岩見沢詩吟会 （詩吟）
第７回（昭和49年度）
　二期会北海道支部 （音楽）
　佐々木　丁　冬 （文学）

第８回（昭和50年度）
　太刀川　平　八 （写真）
　近　藤　鏡二郎 （文化）
第９回（昭和51年度）
　原　子　　　修 （文学）
第10回（昭和52年度）
　小　倉　和　子 （いけ花）
　北海道抽象派作家協会 （美術）
第11回（昭和53年度）
　太　田　明　彦 （舞台演劇）
　南　　　秀　月 （いけ花）
第12回（昭和54年度）
　吉　川　順　子 （音楽）
第13回（昭和55年度）
　菅　村　敬二郎 （脚本）
第14回（昭和56年度）
　佐　薙　のり子 （邦楽）
第15回（昭和57年度）
　大　坂　克　之 （音楽）
　木　村　心　豊 （詩吟）
第16回（昭和58年度）
　沢　村　源寿郎 （舞台化粧）
　苫小牧市文化振興連絡協議会 （文化）

第17回（昭和59年度）
　邦楽囃子：挑 （邦楽）
第18回（昭和60年度）
　江　差　追　分 （民謡）
　中　村　美　彦 （郷土史）
第19回（昭和61年度）
　中　村　照　子 （陶芸）
第20回（昭和62年度）
　小　沢　輝佐子 （洋舞）
第21回（昭和63年度）
　深　沢　秀心聆 （筝曲）
第22回（平成元年度）
　堀　　　真　子 （洋舞）
第23回（平成2年度）
　谷　内　　　丞 （陶芸）
　市根井　孝　悦 （写真）
第24回（平成3年度）
　佐　藤　ひろみ （音楽）
第25回（平成4年度）
　木　村　　　藤 （和紙工芸）
第26回（平成5年度）
　大　楽　勝　美 （音楽）

※平成６年から｢芸術賞｣に名称変更

【芸術賞】
第１回（平成6年度）
　二反田　岳　水 （琵琶）
第２回（平成7年度）
　沙　原　聖　子 （洋舞）
第３回（平成8年度）
　村　岸　文　輔 （能・狂言）
第４回（平成9年度）
　下　澤　土　泡 （陶芸）
第５回（平成10年度）
　㈳茶道裏千家淡交会札幌支部連合 （茶道）
第６回（平成11年度）
　五　條　珠　淑 （邦舞）
第７回（平成12年度）
　南　波　　　郁 （いけ花）
第８回（平成13年度）
　三　上　徳　博 （音楽）
第９回（平成14年度）
　藤　間　幹　寿 （邦舞）
第10回（平成15年度）
　武　内　昭　二 （演劇）
第11回（平成16年度）
　石　川　みはる （洋舞）

第12回（平成17年度）
　石　田　榮　一 （郷土芸能）
第13回（平成18年度）
　花　柳　金　栄 （邦舞）
第14回（平成19年度）
　山　名　康　郎 （短歌）
第15回（平成20年度）
　菊　池　鶴　翠 （剣詩舞）
　濱　田　五　郎 （美術）
第16回（平成21年度）
　白　江　正　夫 （美術）
第17回（平成22年度）
　山　田　太　虚 （書）
第18回（平成23年度）
　高　橋　亮　仁 （合唱）
第19回（平成24年度）
　谷　口　亜岐夫 （俳句）
第20回（平成25年度）
　大　貫　喜　也 （文学・詩歌）
第21回（平成26年度）
　土　屋　千鶴子 （美術）
第22回（平成27年度）
　藤　田　民　子 （文学［詩］）

第23回（平成28年度）
　新冠判官太鼓保存会 （郷土芸能）
第24回（平成29年度）
　関　口　好　文 （文化活動）
第25回（平成30年度）
　近　藤　弘　毅 （文化活動・美術）
第26回（令和元年度）
　内　田　　　弘 （短歌）
第27回（令和2年度）
　岡　崎　　　守 （川柳）
第28回（令和3年度）
　荒　舩　青　嶺 （俳句）
第29回（令和4年度）
　西　田　陽　二 （絵画）
第30回（令和5年度）
　田　湯　　　岬 （俳句）
第31回（令和6年度）
　羽　生　　　輝 （美術・日本画）
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【文団協賞】
第１回（昭和46年度）
　劇団かざぐるま （演劇）
　えりも青年会演劇サークル （演劇）
　ペテカリ吟社 （文学）
第２回（昭和47年度）
　紋別音楽協会 （音楽）
　函館川柳社 （文学）
第３回（昭和48年度）
　劇団：湖（うみ） （演劇）
　合唱団：木曜日 （音楽）
　小さな芽の会 （洋舞）
第４回（昭和49年度）
　函館合唱連盟 （音楽）
　阿寒湖ユーカラ座 （演劇）
第５回（昭和50年度）
　川柳さっぽろ （文学）
　釧路混声合唱団 （音楽）
　北海道詩吟研究会 （詩吟）
　伊達市有珠演劇集団 （演劇）
第６回（昭和51年度）
　天　坂　久　子 （工芸）
　山　崎　孝　一 （言語）
　詩誌：青芽 （文学）
第７回（昭和52年度）
　直　江　武　骨 （文学）
　赤　石　蘭　邦 （書道）
　若　柳　吉輝寿 （邦舞）
　村　岸　文　輔 （能・狂言）
　島　野　祥　二 （詩吟）
　全日本写真連盟札幌支部 （写真）
第８回（昭和53年度）
　金　丸　蘇　洞 （書道）
　吉　田　徳　夫 （文学）
　せせらぎ合唱団 （音楽）
　方　　究　　会 （美術）
第９回（昭和54年度）
　会　田　留　作 （詩吟）
　稀音家　六幸枝 （邦楽）
　佐　藤　鶯　渓 （文学）
　小　林　猛　男 （写真）
第10回（昭和55年度）
　金　森　登喜子 （民謡）
　静内民俗文化保存会 （民俗芸能）
　沙　原　聖　子 （洋舞）
第11回（昭和56年度）
　山　村　翠　月 （いけ花）
　西　本　三　郎 （文学）
　菊　柳　豊　秀 （邦楽）
　北海道民謡連盟 （民謡）
第12回（昭和57年度）
　村　上　豊三郎 （文化）
　小　林　武四郎 （音楽）
　中　村　芳　子 （邦舞）
　芦　野　ト　シ （和装）
第13回（昭和58年度）
　新　　墾　　社 （文学）
　酒　井　正　忠 （音楽）
　高　橋　文　翠 （いけ花）
　内　山　義　雄 （琵琶）
第14回（昭和59年度）
　大　場　信　吾 （文化）
　木　村　宗　靖 （茶道）
　二反田　岳　水 （琵琶）
　上　原　しずか （文学）
　全日本写真連盟名寄支部 （写真）

第15回（昭和60年度）
　中　島　壮　牛 （書）
　劇団：むかっぺ （演劇）
　釧路三曲会 （邦楽）
　北海道詩吟連盟稚内支部 （詩吟）
　名　畑　暢　夫 （文化）
　森　川　梅　子 （文化）
第16回（昭和61年度）
　福　田　喜一郎 （郷土史）
　加　藤　貴美篁 （民謡）
　小　林　扇　心 （詩吟）
　稚内にしん沖揚げ音頭保存会 （民俗芸能）
　香　川　操　翠 （いけ花）
　執　行　靖　彦 （団体運営）
第17回（昭和62年度）
　井　上　二　美 （児童文学）
　伊　東　　　廉 （文学）
　稚内郷土を学ぶ会 （郷土史）
第18回（昭和63年度）
　木　村　フ　ミ （いけ花）
　掛　川　源一郎 （写真）
　稚内フラウエンコール （合唱）
　芙　　蓉　　会 （音楽）
第19回（平成元年度）
　服　部　十　郎 （文学）
　木　原　秀　雄 （学術文化）
　辻　林　岳　光 （詩吟）
　難　波　二　郎 （太鼓）
　青　柳　晶　玲 （いけ花）
　清　水　信　勝 （音楽）
第20回（平成2年度）
　関　　　輝　夫 （文化）
　長　沢　としを （文学）
　林　　　佐可井 （邦楽）
第21回（平成3年度）
　高　橋　秀　糧 （いけ花）
　竹　吉　妙　子 （美術）
　日高合唱連盟 （音楽）
　小樽文化団体協議会 （文化）
第22回（平成4年度）
　西　川　清　濤 （文学）
　朝　倉　信　行 （民謡）
　金　森　五　郎 （生活文化）
　北海道くしろ蝦夷太鼓保存会 （郷土芸能）
第23回（平成5年度）
　及　川　　　盛 （文化）
　様似うのとり吟社 （文学）
　浦幌開拓獅子舞保存会 （郷土芸能）
　石　井　有　人 （文学）
　東　　　昶　華 （邦舞）
第24回（平成6年度）
　相　蘇　貴　子 （民謡）
　山　名　康　郎 （短歌）
　西　崎　榮　純 （邦舞）
第25回（平成7年度）
　園　部　篁　星 （文化活動）
　若　柳　旭　希 （邦舞）
第26回（平成8年度）
　松　井　満沙志 （文学）
　柴山会札幌支部 （造形美術）
　山部文化協会 （文化活動）
第27回（平成9年度）
　永　野　滋　之 （文学）
　辻　　　晩　穂 （文学）
　上磯町文化団体連絡協議会 （文化活動）

第28回（平成10年度）
　北海道文団協フローラルアートグループ
 （いけ花）
　釧路交響楽団 （音楽）
　畠　山　　　正 （文化活動）
　大河原　　　誠 （文化活動）
　中　野　　　実 （文化活動）
第29回（平成11年度）
　石　田　久　大 （声楽）
　菊　池　鶴　翠 （剣詩舞）
　全日本写真連盟北海道本部 （写真）
第30回（平成12年度）
　青　木　眞一郎 （音楽）
　黒　崎　康　雄 （文化活動）
　花　柳　金　栄 （邦舞）
第31回（平成13年度）
　泉　　　徳正雪 （邦舞）
　谷　口　亜岐夫 （文学）
　吉　田　泉　陽 （文学）
　稚内文化協会 （文化活動）
第32回（平成14年度）
　青　山　芳　雄 （文化活動）
　坂　野　郁　子 （いけ花）
　能　藤　玲　子 （洋舞）
　踊翠流剣詩舞鶴双会 （剣詩舞）
第33回（平成15年度）
　前　田　克　己 （文学）
　村　上　吟　澄 （邦楽）
第34回（平成16年度）
　川　村　治　男 （邦楽）
　宏　瀬　賢　二 （洋舞）
第35回（平成17年度）
　濱　田　五　郎 （美術）
　源　　　鬼　彦 （文学）
　村　椿　岳　尊 （詩吟）
第36回（平成18年度）
　五　條　明　鈴 （邦舞）
　高　橋　亮　仁 （合唱）
　古　澤　鶴　踊 （剣詩舞）
第37回（平成19年度）
　伊　藤　岳　峯 （詩吟）
　助　工　輝　夫 （文化活動）
第38回（平成20年度）
　嘉　門　衛　信 （邦舞）
　北海道書道協会 （書）
第39回（平成21年度）
　帯広市民劇場運営委員会 （文化活動）
　小　西　龍　馬 （俳句）
第40回（平成22年度）
　登別市文化協会 （文化活動）
　帯広合唱連盟 （合唱）
　木　村　多岐子 （版画）
第41回（平成23年度）
　久　富　淑　子 （バレエ）
　近　藤　豊志順 （民謡舞踊）
第42回（平成24年度）
　鈴　木　淳　夫 （文化活動）
　高　橋　臨　川 （文化活動）
　千歳市文化団体連絡協議会 （文化活動）
第43回（平成25年度）
　阿　部　博　光 （音楽）
第44回（平成26年度）
　山　本　成　治 （文化活動）
　帯広交響楽団 （音楽）

　北海道文化集会は、北海道の地域文化の伝承・創造・発展について、市民自らが語り合い・議論する
場として、1959（昭和34）年に第1回が開催されました（会場は札幌の自治会館ホールで、北海道放送
（HTB）による中継も行われました）。集会では、文化芸術活動の一極集中（中央対地方）等の問題提
起がなされ、第10回以降は、旭川や名寄、函館、岩見沢など、札幌以外での開催も増えました。各地の
集会では、講演やアートステージも交えながら、北海道各地の特色ある文化を通じた交流の場として、
60年以上も続いてきました。この間、少子高齢化や地域文化の担い手の減少、情報社会の進展など、文
化を取り巻く現状も大きく変わってきました。本集会も、会の意義や目指すべき方向性について、改めて
考え直す時期に来ています。

　釧路ではこれまでに計6回も開催されており、札幌以外では最も開催の多い地域です。過去の歴史を
紐解いていくと、第21回と第34回は、それぞれの会場である釧路市民文化会館と釧路市生涯学習セン
ターの開館年に当たります。また、その後は釧路市・釧路地方の文化団体連絡協議会の周年事業と合わ
せて行われています。北海道文化集会が各地で開催されていく過程とは、各地域で市民文化の拠点が
続 と々誕生するなど、地域文化を確かめる機会ともなっています。

「第65回北海道文化集会 in 恵庭―人と人、地域
をつなぐ文化の輪」
　7年ぶりの地方開催となった昨年は、恵庭の多
様な文化の担い手を迎え、「街に元気を！文化を
育てる“恵庭人図鑑”」をテーマに議論を行いまし
た。感染症拡大の影響も踏まえながら、改めて、街
と文化を育てることの関係について議論し、「文
化を値づけることは可能か」、「文化の種（こど
も・若者）を蒔くこと」、「人と人を媒介する存在と
しての文化」等についての意見交換や提案がなさ
れました。

北海道文化集会とは?

釧路での開催について

前回の集会を振り返って

　　　   回
第17回（昭和50年）

第21回（昭和54年）

第34回（平成4年）

第40回（平成10年）

第47回（平成17年）

第57回（平成27年）

　　　　  会場
釧路市立図書館

釧路市民文化会館

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

　　　　　　　  テーマ
北海道における芸術文化の振興について

地域文化の現状と80年代への展望

21世紀における芸術文化の創造と

伝統の美の継承において

芸術文化21世紀へ向けての展開

創造する北の文化、明日への発信

芸術文化の地域連携と、

子供たちと歩む次代の北海道文化

北海道文化集会の軌跡

 第1回 S 34.12.5 札幌・自治会館

 第2回  35.10.31 札幌市民会館

 第3回  36.10.31 札幌市民会館

 第4回  37.10.28 札幌・自治会館

 第5回  38.10.13 札幌・日生ビル

 第6回  39.10.3 札幌・自治会館

 第7回  40.10.22~23 札幌・道新会議室

 第8回  41.10.26 札幌・道新会議室

 第9回  42.11.4 札幌・道新会議室

第10回  43.10.12~13 旭川・すずらん会館

第11回  44.8.24 名寄市民会館

第12回  45.11.15 札幌・道新会議室

第13回  46.11.7 札幌・北海道会館

第14回  47.9.1 函館市民会館

  47.10.12~13 札幌市民会館

第15回  48.8.11 岩見沢市民会館

第16回  49.12.9 札幌市民会館

第17回  50.9.28 釧路市立図書館

第18回  51.9.26 美深町福祉センター

第19回  52.9.4 札幌市教育文化会館

第20回  53.9.22 稚内市総合福祉センター

第21回  54.12.9 釧路市民文化会館

第22回  55.10.5 静内町公民館

  56.9.5~9 札幌市民会館

第24回  57.10.30 清水町文化センター

第25回  58.12.3 長万部町福祉センター

第26回  59.11.25 紋別市民会館

第27回  60.11.30 札幌市教育文化会館

第28回  61.7.27 富良野文化会館

第29回  62.10.18 稚内市総合文化センター

第30回  63.9.11 静内町公民館

第31回 H1.11.26 名寄市・グランドホテル藤花

第32回  2.11.25 函館ホテル法華クラブ

第33回  3.11.3 小樽市公会堂

第34回  4.11.29 釧路市生涯学習センター

第35回  5.11.7 浦幌町総合スポーツセンター

第36回  6.11.16 札幌市教育文化会館

第1回全日本
文化集会

第39回
（第26回全日本文化集会）

第23回
（第10回全日本文化集会）

第37回  7.9.28 札幌市教育文化会館

第38回  8.10.13 富良野市山部福祉センター

  9.8.29~30 札幌市教育文化会館

第40回  10.11.14 釧路市生涯学習センター

第41回  11.12.12 札幌市教育文化会館

第42回  12.10.1 浦河町総合文化会館

第43回  13.10.7 留萌市中央公民館

第44回  14.11.1 旭川市民文化会館

第45回  15.11.9 札幌市教育文化会館

第46回  16.10.2 札幌市教育文化会館

第47回  17.11.20 釧路市生涯学習センター

第48回  18.11.12 道民活動センタービル

第49回  19.11.22 札幌市教育文化会館

第50回  20.11.14 札幌市教育文化会館

第51回  21.11.17 札幌市教育文化会館

第52回  22.11.23 登別市民会館

第53回  23.11.18 帯広市民文化ホール

第54回  24.11.20 札幌市教育文化会館

第55回  25.11.24 滝上町文化センター

第56回  26.11.16 オホーツク・文化交流エコーセンター2000（網走市）

第57回  27.11.15 釧路市生涯学習センター

第58回  28.10.16 新ひだか町公民館

第59回  29.11.18 札幌市資料館

第60回  30.11.23 札幌市資料館

第61回 R1.11.23 札幌市資料館

第62回  2.11.23 札幌市資料館

第63回  3.11.23 札幌市資料館

第64回  4.11.3-6 北海道立近代美術館

第65回  5.11.19 恵庭市民会館

第66回   6.12.8 釧路市生涯学習センター

会　場年月日回 会　場年月日回

岩田地崎建設㈱、伊藤組土建㈱、岩倉建設㈱、大信建設㈱、
武ダGEAD株式会社、㈱竹原鉄工所、㈱田中組、㈱中山組、

北海道中央バス㈱、丸彦渡辺建設㈱、宮坂建設工業㈱、㈱石山組、
㈱泰進建設、勇建設㈱、新太平洋建設㈱、生活協同組合コープさっぽろ、

道路工業㈱、北土建設㈱、道路建設㈱、㈱ピーアールセンター、
㈱リペアサービス、アトリエテッラ㈱、NOC㈱、㈱KITABA、

キャリアフィットグループ㈱、札幌臨床検査センター㈱、三幸ケミカル㈱、
嶋産業㈱、㈱大地のＭＥＧＵＭＩ、㈲竹内山林緑化農園、㈱ドーコン、
永浜クロス㈱、日成建設㈱、㈱バーチャルイン、㈱はりきゅう・きのえ、
プレジェ企画、㈱北英建設、㈱ほくやく・竹山ホールディングス、

北海道こどもアール・ブリュットを応援する会、
㈱北海道農業建設コンサルタント、㈱マツオ、横関建設工業㈱

北海道文化団体協議会の事業へ
ご支援をいただいている皆さま

【文団協賞】
第45回（平成27年度）
　釧路美術協会 （美術）
　鹿追町白蛇姫舞保存会 （郷土芸能）
　木　村　若　子 （音楽）
　安　藤　文　雄 （写真）
第46回（平成28年度）
　静内プレクトラムアンサンブル （音楽）
　湯　本　　　竜 （短歌）
第47回（平成29年度）
　三代目　今　井　篁　山 （民謡）

第48回（平成30年度）
　小　泉　のり子 （バレエ）
第49回（令和元年度）
　大　道　恒　雄 （音楽）
　石　川　隆　夫 （文化活動）
第50回（令和2年度）
　甲　谷　滋　子 （文化活動）
第51回（令和3年度）
　佐々木　かつ子 （舞踊）
　小　林　洋　一 （文化活動）

第52回（令和4年度）
　真　下　教　子 （バレエ）
第53回（令和5年度）
　金　田　孝　次 （詩吟・書道・漢詩）
　中　村　哲　泰 （美術）
第54回（令和6年度）
　髙　橋　義　雄 （能楽）
　ホ　ラ　ネ　ロ （音楽）



─ 1 ── 8 ─

【文団協賞】
第１回（昭和46年度）
　劇団かざぐるま （演劇）
　えりも青年会演劇サークル （演劇）
　ペテカリ吟社 （文学）
第２回（昭和47年度）
　紋別音楽協会 （音楽）
　函館川柳社 （文学）
第３回（昭和48年度）
　劇団：湖（うみ） （演劇）
　合唱団：木曜日 （音楽）
　小さな芽の会 （洋舞）
第４回（昭和49年度）
　函館合唱連盟 （音楽）
　阿寒湖ユーカラ座 （演劇）
第５回（昭和50年度）
　川柳さっぽろ （文学）
　釧路混声合唱団 （音楽）
　北海道詩吟研究会 （詩吟）
　伊達市有珠演劇集団 （演劇）
第６回（昭和51年度）
　天　坂　久　子 （工芸）
　山　崎　孝　一 （言語）
　詩誌：青芽 （文学）
第７回（昭和52年度）
　直　江　武　骨 （文学）
　赤　石　蘭　邦 （書道）
　若　柳　吉輝寿 （邦舞）
　村　岸　文　輔 （能・狂言）
　島　野　祥　二 （詩吟）
　全日本写真連盟札幌支部 （写真）
第８回（昭和53年度）
　金　丸　蘇　洞 （書道）
　吉　田　徳　夫 （文学）
　せせらぎ合唱団 （音楽）
　方　　究　　会 （美術）
第９回（昭和54年度）
　会　田　留　作 （詩吟）
　稀音家　六幸枝 （邦楽）
　佐　藤　鶯　渓 （文学）
　小　林　猛　男 （写真）
第10回（昭和55年度）
　金　森　登喜子 （民謡）
　静内民俗文化保存会 （民俗芸能）
　沙　原　聖　子 （洋舞）
第11回（昭和56年度）
　山　村　翠　月 （いけ花）
　西　本　三　郎 （文学）
　菊　柳　豊　秀 （邦楽）
　北海道民謡連盟 （民謡）
第12回（昭和57年度）
　村　上　豊三郎 （文化）
　小　林　武四郎 （音楽）
　中　村　芳　子 （邦舞）
　芦　野　ト　シ （和装）
第13回（昭和58年度）
　新　　墾　　社 （文学）
　酒　井　正　忠 （音楽）
　高　橋　文　翠 （いけ花）
　内　山　義　雄 （琵琶）
第14回（昭和59年度）
　大　場　信　吾 （文化）
　木　村　宗　靖 （茶道）
　二反田　岳　水 （琵琶）
　上　原　しずか （文学）
　全日本写真連盟名寄支部 （写真）

第15回（昭和60年度）
　中　島　壮　牛 （書）
　劇団：むかっぺ （演劇）
　釧路三曲会 （邦楽）
　北海道詩吟連盟稚内支部 （詩吟）
　名　畑　暢　夫 （文化）
　森　川　梅　子 （文化）
第16回（昭和61年度）
　福　田　喜一郎 （郷土史）
　加　藤　貴美篁 （民謡）
　小　林　扇　心 （詩吟）
　稚内にしん沖揚げ音頭保存会 （民俗芸能）
　香　川　操　翠 （いけ花）
　執　行　靖　彦 （団体運営）
第17回（昭和62年度）
　井　上　二　美 （児童文学）
　伊　東　　　廉 （文学）
　稚内郷土を学ぶ会 （郷土史）
第18回（昭和63年度）
　木　村　フ　ミ （いけ花）
　掛　川　源一郎 （写真）
　稚内フラウエンコール （合唱）
　芙　　蓉　　会 （音楽）
第19回（平成元年度）
　服　部　十　郎 （文学）
　木　原　秀　雄 （学術文化）
　辻　林　岳　光 （詩吟）
　難　波　二　郎 （太鼓）
　青　柳　晶　玲 （いけ花）
　清　水　信　勝 （音楽）
第20回（平成2年度）
　関　　　輝　夫 （文化）
　長　沢　としを （文学）
　林　　　佐可井 （邦楽）
第21回（平成3年度）
　高　橋　秀　糧 （いけ花）
　竹　吉　妙　子 （美術）
　日高合唱連盟 （音楽）
　小樽文化団体協議会 （文化）
第22回（平成4年度）
　西　川　清　濤 （文学）
　朝　倉　信　行 （民謡）
　金　森　五　郎 （生活文化）
　北海道くしろ蝦夷太鼓保存会 （郷土芸能）
第23回（平成5年度）
　及　川　　　盛 （文化）
　様似うのとり吟社 （文学）
　浦幌開拓獅子舞保存会 （郷土芸能）
　石　井　有　人 （文学）
　東　　　昶　華 （邦舞）
第24回（平成6年度）
　相　蘇　貴　子 （民謡）
　山　名　康　郎 （短歌）
　西　崎　榮　純 （邦舞）
第25回（平成7年度）
　園　部　篁　星 （文化活動）
　若　柳　旭　希 （邦舞）
第26回（平成8年度）
　松　井　満沙志 （文学）
　柴山会札幌支部 （造形美術）
　山部文化協会 （文化活動）
第27回（平成9年度）
　永　野　滋　之 （文学）
　辻　　　晩　穂 （文学）
　上磯町文化団体連絡協議会 （文化活動）

第28回（平成10年度）
　北海道文団協フローラルアートグループ
 （いけ花）
　釧路交響楽団 （音楽）
　畠　山　　　正 （文化活動）
　大河原　　　誠 （文化活動）
　中　野　　　実 （文化活動）
第29回（平成11年度）
　石　田　久　大 （声楽）
　菊　池　鶴　翠 （剣詩舞）
　全日本写真連盟北海道本部 （写真）
第30回（平成12年度）
　青　木　眞一郎 （音楽）
　黒　崎　康　雄 （文化活動）
　花　柳　金　栄 （邦舞）
第31回（平成13年度）
　泉　　　徳正雪 （邦舞）
　谷　口　亜岐夫 （文学）
　吉　田　泉　陽 （文学）
　稚内文化協会 （文化活動）
第32回（平成14年度）
　青　山　芳　雄 （文化活動）
　坂　野　郁　子 （いけ花）
　能　藤　玲　子 （洋舞）
　踊翠流剣詩舞鶴双会 （剣詩舞）
第33回（平成15年度）
　前　田　克　己 （文学）
　村　上　吟　澄 （邦楽）
第34回（平成16年度）
　川　村　治　男 （邦楽）
　宏　瀬　賢　二 （洋舞）
第35回（平成17年度）
　濱　田　五　郎 （美術）
　源　　　鬼　彦 （文学）
　村　椿　岳　尊 （詩吟）
第36回（平成18年度）
　五　條　明　鈴 （邦舞）
　高　橋　亮　仁 （合唱）
　古　澤　鶴　踊 （剣詩舞）
第37回（平成19年度）
　伊　藤　岳　峯 （詩吟）
　助　工　輝　夫 （文化活動）
第38回（平成20年度）
　嘉　門　衛　信 （邦舞）
　北海道書道協会 （書）
第39回（平成21年度）
　帯広市民劇場運営委員会 （文化活動）
　小　西　龍　馬 （俳句）
第40回（平成22年度）
　登別市文化協会 （文化活動）
　帯広合唱連盟 （合唱）
　木　村　多岐子 （版画）
第41回（平成23年度）
　久　富　淑　子 （バレエ）
　近　藤　豊志順 （民謡舞踊）
第42回（平成24年度）
　鈴　木　淳　夫 （文化活動）
　高　橋　臨　川 （文化活動）
　千歳市文化団体連絡協議会 （文化活動）
第43回（平成25年度）
　阿　部　博　光 （音楽）
第44回（平成26年度）
　山　本　成　治 （文化活動）
　帯広交響楽団 （音楽）

　北海道文化集会は、北海道の地域文化の伝承・創造・発展について、市民自らが語り合い・議論する
場として、1959（昭和34）年に第1回が開催されました（会場は札幌の自治会館ホールで、北海道放送
（HTB）による中継も行われました）。集会では、文化芸術活動の一極集中（中央対地方）等の問題提
起がなされ、第10回以降は、旭川や名寄、函館、岩見沢など、札幌以外での開催も増えました。各地の
集会では、講演やアートステージも交えながら、北海道各地の特色ある文化を通じた交流の場として、
60年以上も続いてきました。この間、少子高齢化や地域文化の担い手の減少、情報社会の進展など、文
化を取り巻く現状も大きく変わってきました。本集会も、会の意義や目指すべき方向性について、改めて
考え直す時期に来ています。

　釧路ではこれまでに計6回も開催されており、札幌以外では最も開催の多い地域です。過去の歴史を
紐解いていくと、第21回と第34回は、それぞれの会場である釧路市民文化会館と釧路市生涯学習セン
ターの開館年に当たります。また、その後は釧路市・釧路地方の文化団体連絡協議会の周年事業と合わ
せて行われています。北海道文化集会が各地で開催されていく過程とは、各地域で市民文化の拠点が
続 と々誕生するなど、地域文化を確かめる機会ともなっています。

「第65回北海道文化集会 in 恵庭―人と人、地域
をつなぐ文化の輪」
　7年ぶりの地方開催となった昨年は、恵庭の多
様な文化の担い手を迎え、「街に元気を！文化を
育てる“恵庭人図鑑”」をテーマに議論を行いまし
た。感染症拡大の影響も踏まえながら、改めて、街
と文化を育てることの関係について議論し、「文
化を値づけることは可能か」、「文化の種（こど
も・若者）を蒔くこと」、「人と人を媒介する存在と
しての文化」等についての意見交換や提案がなさ
れました。

北海道文化集会とは?

釧路での開催について

前回の集会を振り返って

　　　   回
第17回（昭和50年）

第21回（昭和54年）

第34回（平成4年）

第40回（平成10年）

第47回（平成17年）

第57回（平成27年）

　　　　  会場
釧路市立図書館

釧路市民文化会館

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

釧路市生涯学習センター

　　　　　　　  テーマ
北海道における芸術文化の振興について

地域文化の現状と80年代への展望

21世紀における芸術文化の創造と

伝統の美の継承において

芸術文化21世紀へ向けての展開

創造する北の文化、明日への発信

芸術文化の地域連携と、

子供たちと歩む次代の北海道文化

北海道文化集会の軌跡

 第1回 S 34.12.5 札幌・自治会館

 第2回  35.10.31 札幌市民会館

 第3回  36.10.31 札幌市民会館

 第4回  37.10.28 札幌・自治会館

 第5回  38.10.13 札幌・日生ビル

 第6回  39.10.3 札幌・自治会館

 第7回  40.10.22~23 札幌・道新会議室

 第8回  41.10.26 札幌・道新会議室

 第9回  42.11.4 札幌・道新会議室

第10回  43.10.12~13 旭川・すずらん会館

第11回  44.8.24 名寄市民会館

第12回  45.11.15 札幌・道新会議室

第13回  46.11.7 札幌・北海道会館

第14回  47.9.1 函館市民会館

  47.10.12~13 札幌市民会館

第15回  48.8.11 岩見沢市民会館

第16回  49.12.9 札幌市民会館

第17回  50.9.28 釧路市立図書館

第18回  51.9.26 美深町福祉センター

第19回  52.9.4 札幌市教育文化会館

第20回  53.9.22 稚内市総合福祉センター

第21回  54.12.9 釧路市民文化会館

第22回  55.10.5 静内町公民館

  56.9.5~9 札幌市民会館

第24回  57.10.30 清水町文化センター

第25回  58.12.3 長万部町福祉センター

第26回  59.11.25 紋別市民会館

第27回  60.11.30 札幌市教育文化会館

第28回  61.7.27 富良野文化会館

第29回  62.10.18 稚内市総合文化センター

第30回  63.9.11 静内町公民館

第31回 H1.11.26 名寄市・グランドホテル藤花

第32回  2.11.25 函館ホテル法華クラブ

第33回  3.11.3 小樽市公会堂

第34回  4.11.29 釧路市生涯学習センター

第35回  5.11.7 浦幌町総合スポーツセンター

第36回  6.11.16 札幌市教育文化会館

第1回全日本
文化集会

第39回
（第26回全日本文化集会）

第23回
（第10回全日本文化集会）

第37回  7.9.28 札幌市教育文化会館

第38回  8.10.13 富良野市山部福祉センター

  9.8.29~30 札幌市教育文化会館

第40回  10.11.14 釧路市生涯学習センター

第41回  11.12.12 札幌市教育文化会館

第42回  12.10.1 浦河町総合文化会館

第43回  13.10.7 留萌市中央公民館

第44回  14.11.1 旭川市民文化会館

第45回  15.11.9 札幌市教育文化会館

第46回  16.10.2 札幌市教育文化会館

第47回  17.11.20 釧路市生涯学習センター

第48回  18.11.12 道民活動センタービル

第49回  19.11.22 札幌市教育文化会館

第50回  20.11.14 札幌市教育文化会館

第51回  21.11.17 札幌市教育文化会館

第52回  22.11.23 登別市民会館

第53回  23.11.18 帯広市民文化ホール

第54回  24.11.20 札幌市教育文化会館

第55回  25.11.24 滝上町文化センター

第56回  26.11.16 オホーツク・文化交流エコーセンター2000（網走市）

第57回  27.11.15 釧路市生涯学習センター

第58回  28.10.16 新ひだか町公民館

第59回  29.11.18 札幌市資料館

第60回  30.11.23 札幌市資料館

第61回 R1.11.23 札幌市資料館

第62回  2.11.23 札幌市資料館

第63回  3.11.23 札幌市資料館

第64回  4.11.3-6 北海道立近代美術館

第65回  5.11.19 恵庭市民会館

第66回   6.12.8 釧路市生涯学習センター

会　場年月日回 会　場年月日回

岩田地崎建設㈱、伊藤組土建㈱、岩倉建設㈱、大信建設㈱、
武ダGEAD株式会社、㈱竹原鉄工所、㈱田中組、㈱中山組、

北海道中央バス㈱、丸彦渡辺建設㈱、宮坂建設工業㈱、㈱石山組、
㈱泰進建設、勇建設㈱、新太平洋建設㈱、生活協同組合コープさっぽろ、

道路工業㈱、北土建設㈱、道路建設㈱、㈱ピーアールセンター、
㈱リペアサービス、アトリエテッラ㈱、NOC㈱、㈱KITABA、

キャリアフィットグループ㈱、札幌臨床検査センター㈱、三幸ケミカル㈱、
嶋産業㈱、㈱大地のＭＥＧＵＭＩ、㈲竹内山林緑化農園、㈱ドーコン、
永浜クロス㈱、日成建設㈱、㈱バーチャルイン、㈱はりきゅう・きのえ、
プレジェ企画、㈱北英建設、㈱ほくやく・竹山ホールディングス、

北海道こどもアール・ブリュットを応援する会、
㈱北海道農業建設コンサルタント、㈱マツオ、横関建設工業㈱

北海道文化団体協議会の事業へ
ご支援をいただいている皆さま

【文団協賞】
第45回（平成27年度）
　釧路美術協会 （美術）
　鹿追町白蛇姫舞保存会 （郷土芸能）
　木　村　若　子 （音楽）
　安　藤　文　雄 （写真）
第46回（平成28年度）
　静内プレクトラムアンサンブル （音楽）
　湯　本　　　竜 （短歌）
第47回（平成29年度）
　三代目　今　井　篁　山 （民謡）

第48回（平成30年度）
　小　泉　のり子 （バレエ）
第49回（令和元年度）
　大　道　恒　雄 （音楽）
　石　川　隆　夫 （文化活動）
第50回（令和2年度）
　甲　谷　滋　子 （文化活動）
第51回（令和3年度）
　佐々木　かつ子 （舞踊）
　小　林　洋　一 （文化活動）

第52回（令和4年度）
　真　下　教　子 （バレエ）
第53回（令和5年度）
　金　田　孝　次 （詩吟・書道・漢詩）
　中　村　哲　泰 （美術）
第54回（令和6年度）
　髙　橋　義　雄 （能楽）
　ホ　ラ　ネ　ロ （音楽）


